
コ
ロ
ナ
下
も
順
調

取
得
時
間
短
縮
へ

横浜に新研究棟

量子・人工光合成に力

三菱ケミカルグループ

欧
州
で
Ｃ
Ｆ
Ｐ
抑

制
板
ガ
ラ
ス
投
入

Ａ
Ｇ
Ｃ

バ
ン
ド
ン
工
科
大
と

ア
ン
モ
ニ
ア
発
電

三
菱
重
が
共
同
研
究

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
普
及
と
と
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
よ

る
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
が
定
着
し
て

き
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は

ビ
デ
オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ（「
顔
出
し
」
な
し
）

に
す
る
場
合
も
多
い
。
た
だ
ビ
デ

オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
は
、
リ
ア
ル
の
対
話

な
ら
視
覚
か
ら
無
意
識
的
に
得
ら

れ
た
表
情
や
し
ぐ
さ
、
身
ぶ
り
、

手
ぶ
り
な
ど
の
非
言
語
の
情
報
が

不
足
し
て
し
ま
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
協
会
は
武
蔵
野
大
学
と
共
同

で
、
ビ
デ
オ
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
２

パ
タ
ー
ン
で
対
話
に
お
け
る
意
見

対
立
や
、
合
意
形
成
す
る
時
間
、

意
思
決
定
の
質
に
つ
い
て
比
較
検

証
し
た
結
果
を
公
表
し
た
。
ビ
デ

オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
場
合
、
メ
ン
バ
ー
の

多
様
性
を
原
因
と
す
る
意
見
対
立

を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
合
意
形

成
に
時
間
が
か
か
り
、
意
思
決
定

の
質
が
悪
化
す
る
と
の
結
論
を
得

た
。
具
体
的
に
は
、
ビ
デ
オ
Ｏ
Ｆ

Ｆ
で
は
年
齢
が
多
様
な
ほ
ど
対
立

を
回
避
す
る
程
度
が
高
ま
る
傾
向

が
あ
っ
た
が
、
ビ
デ
オ
Ｏ
Ｎ
で
は

年
齢
が
多
様
な
ほ
ど
対
立
を
回
避

し
な
い
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
ま
た

ビ
デ
オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
は
グ
ル
ー
プ
に

性
別
の
異
な
る
人
が
加
わ
る
ほ
ど

合
意
形
成
の
時
間
が
長
く
な
り
、

長
い
ほ
ど
ス
コ
ア
（
グ
ル
ー
プ
の

意
思
決
定
と
模
範
解
答
の
ズ
レ
）

が
悪
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
ビ
デ
オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の

場
合
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
懸
念
を
挙
げ
た
。「
異
動

や
メ
ン
バ
ー
入
れ
替
え
が
あ
っ
た

組
織
や
部
署
で
、
新
メ
ン
バ
ー
が

も
た
ら
す
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
意

見
な
ど
の
新
た
な
視
点
が
無
駄
に

な
っ
た
り
、
新
陳
代
謝
が
阻
害
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
」「
ア
イ
デ
ア

出
し
の
会
議
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
他
の
参
加
者
と
異
な
る
意
見
を

言
い
に
く
く
な
り
、
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
や
新
し
い
考
え
が
出
な
く
な

っ
た
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
芽

を
摘
む
恐
れ
が
あ
る
」「
原
因
分
析

や
デ
ー
タ
解
析
な
ど
の
会
議
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
追
及
が
甘
く
な

り
真
因
に
た
ど
り
着
け
な
い
、
あ

る
い
は
誤
っ
た
原
因
に
た
ど
り
着

く
可
能
性
が
あ
る
」。

同
協
会
の
初
谷
純
代
表
理
事
は

「
ビ
デ
オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
の
対
話
は
離

れ
た
場
所
で
も
相
手
の
表
情
、
仕

草
を
見
な
が
ら
対
話
で
き
る
恩
恵

を
無
視
し
て
お
り
、
フ
ル
フ
ェ
イ

ス
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
お
面
を
か
ぶ

っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
会
議
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
よ
う
な
も

の
」
と
指
摘
。
ビ
デ
オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に

す
る
背
景
に
は
、
通
信
環
境
の
問

題
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で
あ
る

自
宅
の
様
子
が
映
り
込
む
こ
と
へ

の
抵
抗
が
あ
る
が
、
通
信
環
境
は

第
５
世
代
通
信
（
５
Ｇ
）
の
普
及

な
ど
で
改
善
が
進
む
一
方
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
は
慎
重
な

対
応
が
必
要
と
し
て
い
る
。

最
終
的
に
は
ビ
デ
オ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に

よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
が
出
る
こ
と

を
共
通
の
認
識
と
し
た
う
え
で
、

状
況
に
応
じ
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
使

い
分
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

慣
れ
て
き
た
今
こ
そ
、
運
用
を
見

直
す
良
い
機
会
で
は
な
い
か
。

■
…
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
原
材
料
が
持

続
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か

を
認
証
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

バ
イ
オ
マ
ス
や
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
認
証
制
度
と

し
て
は
世
界
で
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

「
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
ド
イ
ツ
連

邦
食
糧
・
農
業
省
（
Ｂ
Ｌ
Ｅ
）、

欧
州
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
）、日
本
の

経
済
産
業
省
な
ど
複
数
の
当
局

に
よ
り
認
め
ら
れ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
認
証
制
度
だ
。
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
お
よ
び
認
証
数
は
年

ご
と
に
増
加
し
、
世
界
１
０
０

カ
国
以
上
で
展
開
さ
れ
、
４９
の

認
証
機
関
と
協
力
関
係
に
あ

り
、
こ
れ
ま
で
に
７
５
０
人
以

上
の
監
査
員
が
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
。
外
部

の
独
立
し
た
第
三
者
機
関
が
監

査
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｓ

Ｃ
Ｃ
独
自
の
監
査
員
に
よ
る
追

加
監
査
も
行
う
こ
と
で
、
Ｉ
Ｓ

Ｃ
Ｃ
が
そ
の
認
証
活
動
を
綿
密

に
監
視
し
て
い
る
。
追
加
監
査

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
イ
ン
テ
グ
リ
テ

ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
リ
ス

ク
・
品
質
管
理
の
不
可
欠
な
部

分
と
な
る
」

「
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
バ
イ
オ
エ

コ
ノ
ミ
ー
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
を
含
め
、
食
品
、
飼

料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学
お
よ

び
工
業
用
途
な
ど
、
世
界
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
適
用
可
能
だ
。

と
く
に
、『
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
』
は
Ｅ
Ｕ
域
外
で
使
用
さ
れ

る
食
品
、
飼
料
、
化
学
品
、
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
バ
イ
オ
マ
ス
、

廃
棄
物
、
残
渣
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
カ
ー

ボ
ン
素
材
を
認
証
す
る
こ
と
が

可
能
だ
」

■
…
循
環
型
社
会
と
バ
イ
オ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
市
場
動
向
に

つ
い
て
。

「
バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
関

連
す
る
認
証
が
世
界
的
に
急
増

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
２
０
１
８
年
に
私
た
ち
が

日
本
市
場
に
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
導
入

し
た
と
き
、
市
場
は
ほ
と
ん
ど

廃
棄
物
や
残
渣
に
関
連
す
る
も

の
だ
っ
た
が
、
ト
レ
ン
ド
も
急

速
に
変
わ
っ
て
き
た
。
ア
ジ
ア

で
は
伊
藤
忠
商
事
が
初
期
に
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
、
そ
の

後
、
日
本
で
も
非
常
に
急
速
に

浸
透
し
始
め
て
い
る
」

■
…
認
証
の
こ
れ
ま
で
の
発
行

状
況
に
つ
い
て
。

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
効
な
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
認
証
数
は

２０
年
９
月
の
５
３
５
件
か
ら
、

２２
年
９
月
に
は
２
３
３
３
件
ま

で
増
加
し
た
。
日
本
市
場
で
は

現
在
７５
件
の
認
証
が
有
効
で
、

そ
の
う
ち
５８
件
が
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
認
証
と
な
る
。
日
本

は
世
界
の
な
か
で
も
化
学
産
業

が
多
く
、
日
本
市
場
で
信
頼
で

き
る
持
続
可
能
な
認
証
を
確
保

す
る
こ
と
は
、
よ
り
重
要
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

た
」

■
…
１０
月
に
東
京
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

「
今
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｉ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
が
東
京
で
公
式
に
開
催

す
る
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

今
回
の
焦
点
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の

認
証
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
の
市

場
機
会
を
強
調
す
る
点
に
あ

る
。
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の

化
学
大
国
で
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

認
証
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

持
続
可
能
性
と
信
頼
で
き
る
製

品
を
証
明
す
る
た
め
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
者
に
と
っ
て
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

認
証
に
関
す
る
価
値
あ
る
知
見

を
得
る
こ
と
に
加
え
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ｃ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
炭
素
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
に

つ
い
て
詳
し
く
学
べ
る
機
会
に

な
る
」

■
…
日
本
企
業
が
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
の
認
証
を
取
得

す
る
に
は
半
年
か
ら
１
年

程
度
か
か
る
と
聞
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は

改
善
さ
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

「
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
認
知
度
を
高

め
、
日
本
の
認
証
機
関
を
さ
ら

に
誘
致
す
る
こ
と
で
、
認
証
待

ち
を
解
消
す
る
こ
と
が
、
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
大
き
な
目

的
の
１
つ
だ
。
認
証
を
行
う
監

査
機
関
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
高

い
需
要
に
対
応
で
き
れ
ば
、
認

証
取
得
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム

を
３
カ
月
程
度
に
短
縮
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
認
証
機

関
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
設
け

る
」

（
聞
き
手
�
山
田
英
樹
、
但
田

洋
平
）

日
本
ゼ
オ
ン
は
、
工
場
運

営
へ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
積
極
化
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
密
を
避
け

な
が
ら
従
業
員
教
育
に
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
積
極
導

入
し
て
い
る
ほ
か
、

Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

技
術
の
活
用
に
よ
る

建
設
中
の
プ
ラ
ン
ト

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
活
用
し
た
万

一
の
事
故
の
際
の
リ
ス
ク
評

価
お
よ
び
、
そ
れ
に
基
づ
い

た
対
策
づ
く
り
な
ど
を
進
め

て
い
る
。
Ｖ
Ｒ
技
術
の
活
用

は
、
現
在
高
岡
工
場
（
富
山

県
高
岡
市
）
で
建
設
中
の
工

場
向
け
に
運
用
を
始
め
て
お

り
、
こ
こ
で
の
教
育
の
成
果

を
も
っ
て
２
０
２
４
年
８
月

の
稼
働
後
は
速
や
か
な
立
ち

上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針

だ
。コ

ロ
ナ
禍
も
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
。
従
来
、
入
社
３
年
目

ま
で
の
新
人
を
主
要
拠
点
で

あ
る
水
島
工
場
（
岡
山
県
倉

敷
市
）
内
の
「
も
の
づ
く
り

研
修
所
」
に
お
い
て
一
定
期

間
研
修
を
行
っ
て
い
た
が
、

そ
の
実
施
が
難
し
く
な
る
な

か
で
、
水
島
工
場
以
外
で
勤

務
す
る
新
人
従
業
員
に
つ
い

て
は
水
島
工
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
ツ
ー
ル
で
つ
な
い
で

教
育
し
て
い
る
。

高
度
な
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
し
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
活
用
も
始
め

て
い
る
。
事
故
を
絶
対
に
起

こ
さ
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と

が
大
前
提
だ
が
、
そ
れ
で
も

万
一
の
発
生
に
備
え
る
た

め
、
有
害
な
化
学
品
が
漏
出

し
た
場
合
、
近
隣
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
出
る
か
な
ど
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

把
握
。
影
響
の
出
や
す
い
場

所
に
は
事
前
に
強
固
な
安
全

対
策
を
実
施
し
て
お
く
と
い

っ
た
取
り
組
み
だ
。

Ｖ
Ｒ
技
術
の
活
用
も
始
ま

っ
た
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
従
業
員
教
育
は
、
本
来

で
あ
れ
ば
現
場
で
教
え
る
の

が
効
果
的
で
、
ま
た
今
年
水

島
工
場
で
稼
働
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ

プ
ラ
ン
ト
の
よ
う
に
既
設
プ

ラ
ン
ト
で
あ
ら
か
じ
め
教
育

で
き
る
ケ
ー
ス
は
問

題
な
い
が
、
新
型
の

プ
ラ
ン
ト
の
場
合
は

実
物
で
の
事
前
教
育

が
難
し
い
。「
現
物
が

な
く
て
も
設
計
図
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
デ

ー
タ
に
落
と
し
て
込
み
、
正

し
く
歩
け
ば
正
し
い
と
こ
ろ

に
バ
ル
ブ
が
あ
る
と
い
っ
た

こ
と
を
始
め
て
い
る
」（
同

社
）
と
い
う
。
現
在
、
高
岡

工
場
で
建
設
中
の
シ
ク
ロ
オ

レ
フ
ィ
ン
ポ
リ
マ
ー
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
）
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

向
け
に
活
用
を
始
め
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
は
昨
年
７
月
の

水
島
工
場
で
の
増
設
設
備
稼

働
後
も
フ
ル
稼
働
状
態
が
続

い
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ン
ト
は
、
独
自
の
技
術
に

よ
り
課
題
だ
っ
た
透
明
性
や

高
純
度
の
維
持
に
成
功
し
、

バ
ー
ジ
ン
樹
脂
同
等
の
品
質

レ
ベ
ル
ま
で
再
生
可
能
と
し

た
も
の
で
、
旺
盛
な
需
要
に

応
え
る
た
め
に
も
速
や
か
な

立
ち
上
げ
が
望
ま
れ
て
い

る
。

複
雑
な
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
有
す
る
化
学
産
業
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
バ
イ
オ
マ
ス
化
を
推
進
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
の
必
須
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
注
目
を

集
め
る
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
（
物
質
収
支
）
方
式
。
そ
の
代
表
的

な
認
証
制
度
の
１
つ
が
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
（
国
際
持
続
可
能
性
カ
ー

ボ
ン
認
証
）
が
展
開
す
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
認
証
」

だ
。
バ
イ
オ
マ
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
原
材
料
の
持
続
可
能
性
の

認
証
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
管
理
・
担
保
す
る
制
度
と
し
て
日
本
の
化
学
業
界
で
も

広
く
適
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。
１０
月
に
初
め
て
日
本
で
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
フ
ェ
イ
グ

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
現
状
認
識
を
聞
い
た
。

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー
プ

は
２８
日
、
横
浜
市
の
研
究
開

発
拠
点
に
新
研
究
棟
を
開
設

し
た
と
発
表
し
た
。
同
社
グ

ル
ー
プ
最
大
規
模
の
研
究
施

設
で
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
や
人
工
光
合
成
な
ど
中
長

期
の
基
礎
研
究
を
担
う
。
最

先
端
の
電
子
顕
微
鏡
や
分
析

装
置
な
ど
を
導
入
し
、
総
合

的
な
現
象
理
解
を
進
め
て
素

材
開
発
に
取
り
組
む
。
技
術

革
新
を
相
次
ぎ
生
む
ワ
ー
ル

ド
ク
ラ
ス
の
研
究
開
発
拠
点

と
し
た
い
考
え
だ
。

新
研
究
棟
は
旧
棟
を
刷
新

す
る
か
た
ち
で
新
設
し
た
。

延
べ
床
面
積
は
約
４
万
２
０

０
０
平
方
�
で
、
建
設
に
２

０
０
億
円
以
上
を
投
じ
た
。

５
０
０
人
近
く
の
研
究
者
が

従
事
し
、
チ
ー
フ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
オ
フ
ィ
サ
ー
（
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）

の
ラ
リ
ー
・
マ
イ
ク
ス
ナ
ー

執
行
役
シ
ニ
ア
バ
イ
ス
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
は
同
日
開
い
た
内

覧
会
で
「
海
外
顧
客
や
研
究

機
関
と
共
同
作
業
す
る
場
と

し
て
も
活
用
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
大
き

な
役
割
を
果
た
す
」

と
語
っ
た
。

研
究
活
動
の
目
玉

が
、
高
速
計
算
機
ハ

イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

活
用
だ
。
新
棟
で
は

有
機
化
合
物
の
合
成

や
ポ
リ
マ
ー
の
重
合

・
配
合
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
実
験
作
業
を

自
動
化
し
、
膨
大
に

集
積
さ
れ
る
デ
ー
タ

の
解
析
・
評
価
を
繰

り
返
し
て
最
適
な
材
料
を
見

い
だ
す
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
・
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
Ｍ
Ｉ
）

を
強
化
す
る
。
車
載
電
池
向

け
の
電
解
液
用
添
加
剤
や
次

世
代
半
導
体
の
窒
化
ガ
リ
ウ

ム
（
Ｇ
ａ
Ｎ
）
基
板
な
ど
の

開
発
に
つ
な
げ
る
。

顧
客
や
外
部
の
研
究
機
関

と
交
流
す
る
場
も
設
け
た
。

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
に
は
実
験
台

や
ド
ラ
フ
ト
な
ど
を
設
置

し
、
新
棟
内
で
共
同
研
究
も

進
め
る
。
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
配
備
し
、
国
内
外
の
研

究
拠
点
や
営
業
拠
点
、
外
部

機
関
と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を

促
進
で
き
る
よ
う
に
も
し

た
。

Ａ
Ｇ
Ｃ
は
、
１
０
０
％
子

会
社
の
Ａ
Ｇ
Ｃ
ガ
ラ
ス
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
（
ベ
ル
ギ
ー
）
に
よ

る
Ｌ
ｏ
ｗ
カ
ー
ボ
ン
ガ
ラ
ス

が
、
従
来
の
フ
ロ
ー
ト
板
ガ

ラ
ス
製
品
に
比
べ
て
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を
４０

％
以
上
削
減
し
た
製
品
で
あ

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
カ
ー

ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
Ｃ

Ｆ
Ｐ
）
を
１
平
方
�
当
た
り

（
４
�
�
厚
）
７
�
�
以
下

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
製

品
で
、
Ａ
Ｇ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
と

し
て
初
の
Ｌ
ｏ
ｗ
カ
ー
ボ
ン

ガ
ラ
ス
と
な
る
。
高
機
能
ガ

ラ
ス
も
そ
ろ
え
た
製
品
群
と

し
て
Ａ
Ｇ
Ｃ
ガ
ラ
ス
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
が
今
年
中
に
販
売
開
始

す
る
予
定
。

従
来
の
フ
ロ
ー
ト
板
ガ
ス

と
同
等
の
外
観
、
品
質
、
性

能
を
持
ち
な
が
ら
、
製
造
工

程
で
の
直
接
排
出
だ
け
で
な

く
原
料
調
達
か
ら
流
通
過
程

で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

も
含

め
て
削
減
効
果
が
あ
る
。
同

製
品
を
材
料
と
し
た
合
わ
せ

ガ
ラ
ス
な
ど
の
高
機
能
製
品

群
も
品
ぞ
ろ
え
し
て
販
売
す

る
予
定
と
い
う
。

製
造
拠
点
の
ム
ス
テ
ィ
エ

工
場
（
ベ
ル
ギ
ー
、
写
真
）

は
立
地
条
件
が
良
く
、
複
合

的
な
Ｃ
Ｆ
Ｐ
低
減
策
を
実
施

で
き
る
。
原
料
調
達
面
で
は

近
隣
で
純
度
の
高
い
珪
砂
を

調
達
で
き
、
前
処
理
を
減
ら

せ
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
低
い

ソ
ー
ダ
灰
を
使
用
し
た
。

製
造
工
程
で
は
電
気
ブ
ー

ス
タ
ー
導
入
ず
み
の
窯
が
あ

り
、
天
然
ガ
ス
の
使
用
量
を

低
減
。
場
内
の
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
の
活
用
や
窯
の
排
熱

利
用
な
ど
を
通
じ
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
で
き

る
と
い
う
。

三
菱
重
工
業
は
２８
日
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ド
ン
工

科
大
学
（
Ｉ
Ｔ
Ｂ
）
と
ア
ン

モ
ニ
ア
発
電
に
つ
い
て
共
同

で
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
で

合
意
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｉ

Ｔ
Ｂ
が
得
意
と
す
る
化
学
反

応
工
学
を
用
い
た
ア
ン
モ
ニ

ア
発
電
の
最
適
化
に
取
り
組

む
も
の
で
、
将
来
は
三
菱
重

工
の
Ｈ
�
２５
形
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
を
用
い
た
実
証
を
実
施
す

る
計
画
。

両
者
は
２
０
２
０
年
に
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
お

よ
び
発
電
所
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
解
析
を
テ
ー
マ
と
す
る
産

学
共
同
覚
書
を
調
印
し
、
今

年
２
月
に
は
同
国
の
脱
炭
素

化
に
向
け
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
に
関
す
る
協
業

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

覚
書
を
５
年
延
長
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
い
る
。

２６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２

回
ア
ジ
ア
グ
リ
ー
ン
成
長
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
閣
僚
会
議

に
お
い
て
、
今
回
の
ア
ン
モ

ニ
ア
発
電
に
関
す
る
共
同
研

究
契
約
書
に
調
印
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン「
顔
出
し
」の
利
点
再
認
識
を

2022.9.29

横
浜
の
新
研
究
棟
。
目
玉
の
一
つ

が
高
速
計
算
機
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

アンドレアス・フェイグ マネージング・ディレクターに聞く

日本市場に急速浸透
ママススババラランンススでで脚脚光光 ＩＩＳＳＣＣＣＣ ＰＰｌｌｕｕｓｓ認認証証

東
京
で
イ
ベ
ン
ト
初
開
催

日本ゼオン

Ｖ
Ｒ
で
リ
ス
ク
評
価
・
社
員
教
育

工
場
運
営
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用

（２）２０２２年（令和４年）９月２９日（木曜日）（第三種郵便物認可）



 
 
The Mass Balance approach is attracting attention as an essential approach for 
promoting biomass in the supply chain of the chemical industry, which has complex 
production processes and for achieving carbon neutrality. “ISCC PLUS Certification" 
developed by ISCC (International Sustainability and Carbon Certification) is one of the 
leading globally acknowledged certification systems. The ISCC PLUS Certification is a 
certification system for the sustainability of biobased and recycled materials and is 
becoming widely applied in the Japanese chemical industry. Chemical Daily asked 
Andreas Feige, Managing Director of ISCC, about his perception of the current situation. 
 
Q. ISCC is an independent multi-stakeholder initiative and leading certification 
system. Dear Mr Feige, could you give us an overview of ISCC? 
A. ISCC is a global certification system recognized by several authorities such as the 
German Agency for Agriculture and Food (BLE), the European Commission, the Japanese 
Ministry of Economy, Trade and Industry (METI). The number of ISCC members (200+) 
and certified system users grow each year with ISCC being used in more than 100 
countries with 49 cooperating certification bodies providing certification services. Up to 
now more than 750 ISCC auditors have been trained. Beside the certification by 
independent third parties (certification bodies) ISCC closely monitors certification 
activities and conducts additional audits with its own auditors. These additional audits 
are integral part of the ISCC Integrity Program and risk and quality management. 
ISCC is applicable for food, feed, energy, chemical and industrial applications anywhere 
in the world, including the bio- and circular economy. Under ISCC PLUS bio, bio-circular, 
circular material as well as many derivates & final products can be covered. 
  
Q. Would you tell us about market trends in the circular economy and bioeconomy? 
"There is no doubt that certifications related to the circular- and bioeconomy are 
increasing. When we introduced ISCC to the Japanese market in 2018, the market was 
mostly related to waste and residues. ITOCHU was the first company in Asia to obtain 
ISCC certification in 2019, and since then certification increased very rapidly in Japan." 
Q. What is the status of ISCC certification issued so far? 
A. Despite the pandemic, the number of valid ISCC PLUS certificates has grown from 535 
in September 2020 to 2333 certificates in September 2022. In the Japanese market 75 
certificates are currently valid, out of them 58 being ISCC PLUS certificates. As Japan is 
one of the largest chemical nations in the world, it becomes more relevant to ensure a 



credible sustainability certification in the market.  
 
Q. ISCC is going to host an event in Tokyo in October. Please tell us about it. 
A. 'This session will be the first event officially held by ISCC in Tokyo. The main focus of 
this event is highlighting market opportunities for Japanese companies when becoming 
ISCC certified. As Japan is one of the largest chemical nations in the world, ISCC 
certification can be the solution of choice to prove sustainability for supply chains and 
credible products. Participants will gain valuable insights into ISCC certification, learn 
more about the ISCC PLUS approach as well as carbon credit certification. 
 
Q. We have heard that it takes 6 months to 1 year for a Japanese company to obtain 
ISCC PLUS certification. Can this situation be improved? 
One of the key purposes of holding this event is to make ISCC more known and attract 
further Japanese certification bodies in order to eliminate the waiting period for 
certification. In case the capacity of the certifying audit organizations could be adapted 
to the high demand even leadtimes of three months may be achieved. To this end, in 
addition to the event, we will also set up meetings with certification bodies.  
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